





















































































































































































































































































































































































































































































































学志願者心得 昭和九年度） 」を配布 た その出願受付期日が一二月一日から二〇日までとなっているで、遅くとも三三年一一月中には奨学会の概要は確定したと推断してよい。
給費生の給費金額は年額で、一〇〇円（第一種） 、




























































































部副会長」を削除した。日本の国際連盟脱退が影響したとみてよい。第一次世界戦争後、外務省は一九二〇年四月、国際連盟の成立に対処す ため臨時平和条約事務局を設置した。局長は親米国際協調派 埴原正直次官、その部下の第一部長が、一九年の講和条約委員に随行し、二〇年九月に条約局長を兼務 山川であった。
山川のもとで、二二年二月に講和条約関係 フラン























































































































































































氏　名 Ａ納税額 職業 住所 生年 Ｂ横浜市復興会
１ 原富太郎 （3,7（7 会社重役 横市弁天通 明治元年 会長
（（,（7（ 会社重役 横浜市 総務部部長
（,（（（ 会社員 横浜市弁天通
２ 平沼亮三 3,（4（ 会社重役 横浜市西平沼 明治（（年 市事業部委員長
（0,（70 会社重役 横浜市
7,747 地主 横浜市沢渡
３ 上郎清助 （,（（0 会社重役 横浜市南太田 文久３年 総務部（常務委員）
（,（3（ 貴院議員 横浜市
7,（44 会社員 横浜市南太田
４ 若尾幾太郎 （4,3（（ 商業 横浜市本町 明治（7年 運輸交通通信部委員長
（0,（63 会社重役 横浜市
4,464 会社員 横浜市本町
５ 志村佐一 ― ［？］ ―
（,434 地主 横浜市
（,（43 地主 横浜市南太田
６ 横打俊太 （,04（ 会社重役（父彌太郎）
―
（,（43 無職 横浜市宮崎町［明治（（年］―
７ 渡邊利二郎 （,0（7 会社重役 横浜市元浜町 明治（0年 都市計画部委員長
（,（（7 会社重役 横浜市
（（（ 会社員 横浜市西戸部
８ 井坂孝 ＊ 計画部長
市財政部委員長






























































































































































































年時代の林であった。高橋の長男が亡くなると、養嗣子としたのが跡見花蹊の弟の子、弘である。原富太郎夫妻がその媒酌の労をとった。一九一八年六月二八日のことである。二ヶ月もたたずに、高橋は死去したその死去後に編纂されたのは高橋謝恩会編『高橋捨六先生追憶録』 、 編纂 中心が林で そ 編纂物に「仁人君子」の談話を寄せ 原富太郎である。
この密接な関係と深い結びつきをみると、富太郎は
奥田義人と高橋捨六→林校長→米田 横浜専門学校奨学会に浄財を 捧ぐるを喜んだ」と考えられる。換言すれば、林賴三郎が校長に就任したことは米田が当初に抱いた表面的な名義貸し看板の校長職 はるかに超え、奨学会の設立を契機にして、さらなる発展的好機を招来してく たといえる。林校長 存在感と重力は、改めて評価されなければならない。
横浜専門学校奨学会の顧問が名義だけであったとし


















爵」 、上郎清助「貴族院議員」 、牧野菊之助前大審院長がいる。のちに奨学会顧問となる赤松と上郎は、カッコの肩書のみで、山川会長のように「奨学会」の肩書が付けられていないこととはいえ、その陣容が話題のひ つになったことをうかがわせる。
（６）増田猛夫「第１回給費生として」 （ 『神奈川大学
70年のあ
ゆみ』同大学、一九九八年、一一頁） 。石井金之助「思い出の記」 （ 『神奈川大学同窓 宮陵 報』第九号、一九六四年、二四頁） 。
（７）前掲第一九号。この「本学奨学会」の趣旨は、従来の大
学史記述で誤記引用していることを指摘しておく（ 『神奈川大学五十 小史』神奈川 八二 四八頁） 。
（８） 『宮陵』神奈川大学同窓会、第二七号、一九七八年、二五






頁。林賴三郎によれば学生生活は、大いに学問に励み智を広くするとともに「人格精神の訓練に努めねばならぬ」 。それには、まず「質実の剛健」をやしない「浮華軽佻の心を排斥し自堕落な精神 戒めねばならぬ」ということにる（ 『横専学報』第七一号、一九三三年四月三〇日、一頁） 。
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社、一九八〇年、一八二頁） 。一八九六年（明治二九）七月、帝国大学法科大学法律学科（英吉利法兼修）を、井上準之助が二番、有吉忠一が五番、井坂孝が七番、渡邊勝三郎が一六番で卒業した（ 『東京帝国大学一覧』従大正五年至大正六年、一九一七年、学生生徒姓名欄七五頁） 。
（
（（）拙稿「原善一郎とニューヨーク」 （ 『原三溪市民研究会五周年記念誌２０１０―２０１４』同会、二〇一四年、五頁） 。
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3（）同上、朝刊、一九三三年一一月九日 二面 夕刊一 月一〇日、一面。
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（（）国際連盟協会経費募集では渋沢栄一、大倉喜八郎、井上準之助、団琢磨、江口定条が「割当調査委員」となって、一九二〇年一二月、五〇口で年額六〇〇〇円が三井家一同及各銀行会社共、岩崎家同断とあり、三井と三菱が最大で同じ基準で負担した。原富太郎は二〇口で二四 〇円、渡邊福三郎が 〇口で一二〇〇円である（前掲『渋沢栄一伝記資料』第三六巻、四一七～四一八頁） 。二一年二月二〇日調によると、 ヵ年賦で三井と岩崎が 万八 〇〇円、原富太郎、渋沢栄 、古河虎之助が七一 〇円、渡邊福三郎が三六〇〇円である（同上、四 九頁） 。その意味
で、渋沢会長のもとで理事を務めていた山川は、三井と三菱だけでなく、原富太郎と渡邊福三郎の存在感を正鵠に把握していたといえよう。一九三一年一月二〇日、横浜専門学校でも、東京帝大 東京商大、横浜高商の例にならって国際連盟協会の学生支部を設置し、発会式 もった（ 『専学報』第三号、一九三一年二月二八日 二面） 。その宣言は「世界平和、社会正義の 道」に立って「人類の理想を追求するもの」といわねばならぬとした。その後継組織「国際協会学生支部」の支部長が米田吉盛になっているので（同上、一九三五年四月二五日号付録） 米田の主導性があったとみてよい。
（
（（）一九三三年九月二五日現在である（ 『時事年報』第一六巻、時事年報社、一九三三年一〇月二三日 一〇三～一〇四、一〇九頁） 。山川（研究会、勅選） 、赤松（公正会 幹事） 上郎（研究会、多額納税者＝神奈川県） 、橋本（交友倶楽部 勅選、幹事兼交渉委員） 、馬場（研究会 勅選、元幹事） 、平沼（同成会、多額納税者＝神奈川県、幹事）で、幹事級の貴族院議員が顧問陣に加わって ることがわかる。
（




















6（）拙稿「商業港都の地殻変動」 （前掲『横浜経済物語』 、一一五～一一七頁） 。総選挙の前哨戦はそ 直前（一九〇二年一二月） 、新しい横浜市長を選ぶ過程で商人派と地主派の戦いがあった。商人派＝「進歩拡張派」は頭取の渋沢栄一の承諾をえて、第 銀行横浜支店支配人の市原盛宏を推し、地主派＝「現状維持派」は市助役の斎藤松三を擁立した。一二月一六日の市長選挙では前者の 原が二五票、後者の斎藤は 一票で、翌一月市原に市長としての裁可がくだった（ 『横浜貿易新聞』 九〇二年一二月一七日、 面、
〇三年一月一一日、五面） 。　
その後、市原市長は〇六年市長を辞し、第一銀行取締役




64） 『人事興信録』第一〇版、人事興信所、一九三四年、ヒ九頁。 『職員録』昭和三年一月一日現在 一九二八年 一頁。
（
6（） 『中央大学百年史』資料編、二〇〇五年、付録四頁。林は一九三五年一〇月大審院長、三六年 月司法大臣を歴任し、三七年一月依願被免官した翌三八 四月 二 、中央大学学長として文部省から認可された（ 『中央大学史資料集』第二集、一九八七年、 三八～一三九頁） 。 九 八年当時、林の年俸は六五〇〇円であった（前掲 職員録』昭和三年一月一日現在、 「官職等級俸給制」二頁、大臣が七五〇〇円、首相が一万二〇〇 円） 。
（






6（）前掲 三菱社誌』自昭和二年至昭和五年、二八九、二九〇頁。詳しくは拙稿「ニューヨークと三菱商事」 （川邉信雄『戦前期三菱商事の在米活動』文生書院、二〇一二年、二七頁） 。この図書館は三年後、ニュ ヨークのコロンビア大学図書館に糾合され、主事に角田柳作が就任した。日米開戦時、角田の講義に出席していたのはのちに日本文学研究者となるドナルド＝キーンである。
（
6（）石井里枝が『戦前期の日本企業における社会貢献活動』愛知大学経営総合研究所、二〇一五年で追求し 一九三三年「寄付金明細表」には 該当記事がない。 『立憲政友会鈴木総裁』 （一九三二年一二月二三日刊行）の「刊行の件」では「三井」と同じく一〇〇〇円が援助の対象になっる（四三頁） 。　
鈴木喜三郎は政友会の鳩山一郎の父、和夫の令嬢と結婚






















た。だが、富太郎は多額納税者議員資格をもっていたものの、貴族院議員に名乗りをあげることがなかった。しか 、この「政争」直後の三月二六日、横浜商業会議所選挙で横浜七元老のうち、原富太郎のみが個人名ではなく、法人名の原合名会社で当選した。それは、若尾家の強い政治志向とちがって、こ 「政争」で 苦渋な経験をして、富太郎は政治 局外に、別なベクトルに向かっていったと考えられる。
（
7（）拙稿「原富太郎と三溪」 （ 『神奈川大学評論』第八一号、二〇一五年、一七八～一 九頁）
（






















（0） 「渡邊たま徳行ノ件」 （ 『大正十三年昭和六年徳行者事績調』神奈川県立公文書館所蔵文書） 。こ 資料で名前を「たま」と記載されている。
（
（（） 「実業教育五十周年祝賀ニ当リ功労」 （ 『昭和十年御大令記念表彰関係書類』神奈川県立公文書館所蔵文書） 。この資料は名前を「多満」と記す
（
（（）前掲『横浜孤児院』 、四頁。南太田の庚耕地一四五九番地は八八四坪余の敷地で、一九二四年一一月二二日には原家から横浜孤児院に所有権移転した（法務局資料） 。 沼ナル子と木村タイ子（木村利右衛門長女）も、このとき理事に就く。
― 4（ ―
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102）給費生制度が開始されて以来、毎年、募集人員は「数十倍」にたっし（ 『横専学報』第五六号、一九三六年一〇二五日、二頁） 、三七年一〇月 五日号にいたると その募集発表が「受験界注視」と表現されている（二頁） 。給費生受験者が総数で一〇〇〇台の大台に乗ったのは 一
― 4（ ―
四〇年一二月中におこなわれた昭和一六年度採用試験で、一三八四名にたっした（同上、一九四一年二月二五日号、二頁） 。前 度の受験者総数が九七二名であったことと比較すると、大幅な増加であった（同上、四〇年二月二五日号、二頁） 。しかも、合格者名と出身校が判明する場合をみると、神奈川県以外からの地方合格者 しだいに多数をしめていることがわかる。奨学会顧問の影響 あっ かどうかは不鮮明であるものの、顧問 信用度 入学前給費の保障が魅力であった いえる。他方 横浜専門学校の卒業生にとって「深刻な 不景気に圧迫」され「恐怖 的」となっていた就職状態が一九三三年初秋 数年来とみに「好転」しつつあるなかで「申込の先駆」と て、奨学会顧問の朝鮮銀行からは採用申込が （ 『横専学報』第四五号、一九三五年九月二五日、二頁） 。
（















れたのは大学資料編 、元室長 澤木武美氏である。その後、本紀要での展開 教示された現室長の 内好信氏と教育支援センター部長 旭馨氏、室員の大坪潤子と齊藤研也の両氏にも感謝する。
資料調査では奨学会へ 資金の流れを追うべく、青木菊蔵
のご遺族青木花子さん、三井文庫の永井伴子さん、三菱史料館の伊藤由美子さんのご協力をえた。全容解明には届かないものの、記して御礼としたい。
